


  Japan Handball Association

年 月 日 （ 土 ）

Ａ VS Ｂ

－

スローオフ －

－ 背番 結果 得点 得点 結果 背番 背番 結果 得点 得点 結果 背番

－ 前　 半 6 17 15 29

01 17 1 5 16 00 31 3

－ 02 01 2 9 4 18 16 26

02 53 3 2 3 19 18 08

No. Ｇ W 2' D DR 03 53 4 3 18 41 32 10

1 6 W 06 10 11 20 19 30

2 06 21 5 2 20 04 33 10

3 1 T 06 42 6 8 11 21 20 18

4 4 08 30 7 2 20 29 T

5 09 09 8 9 21 07 34 5

6 5 1 11 1 09 23 8 ○ 22 21 50

7 1 10 00 9 5 7 23 22 39

8 7 1 4 2 10 45 23 00 35 2

9 8 W 11 34 10 ○ 2 11 24 24 09

10 c 1 12 28 11 9 T 25 10 36 3

11 8 1 13 25 12 2 25 53 37 6

12 14 32 13 3 8 ○ 25 26 07

13 15 43 14 5 26 52 38 7

14 10 3 16 49 27 37 39 6

17 25 15 5 11 26 28 44

8 4 18 07 29 24 40 3

6 5 19 22 11 27 29 44

19 49 16 8

11 6 20 36 試合終了

21 14 17 2

4 7 24 16

No. Ｇ W 2' D DR 24 46 18 10

1 25 46 19 10

2 C 9 8 8 26 17

3 9 26 44 20 2

4 1 27 15 21 10

5 5 11 9 28 10

6 2 6 10 29 31

7 1

8 2 後　 半

9 7 00 31 22 3

10 5 01 15 23 9

11 6 11 01 59

12 02 16 24 9

13 8 12 02 40

14 03 08 25 9

8 13 05 01

05 48 26 2

6 14 06 10

07 25 27 3 特記事項

11 S 08 43

8 15 10 12

11 27 28 3

12 17 29 3

13 47 30 9

4 ○ 16 14 14 S 4

谷口　明花莉

峯村　敦

甲角　弘樹

高田　和東

澤部　裕紀

笠松　京将

安藤　優斗

渡邊　瑛士

本剛　和輝

石井　海斗

溝口　晴

斎藤　来也

林　和弥

喜安　優翔

野田　碧希

花原　咲之介

井上　空斗

関東第一

鎌田　颯

池ノ上　孝司

宮内　勇作

樋渡　瑞基

前屋　奏空

田畑　愛喜

谷山　輝空

冨満　颯太

徳永　海羽斗

石関　龍太

池田　一貴

(公財 )日本ハンドボール協会

東福　康浩

荒木　隆史

長谷部　次雄

岡田　雅央

加治木工業

北原　将斗

島元　颯一郎

愛川　祥詠

木下　翔登

髙倉　冬真

大会名

加治木工業

県立加治木工業高等学校
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ＴＤ
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松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

令和４年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会　高松宮記念杯 第72回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

30

40 関東第一高等学校 男子 1回戦

21

A Ｂ



2 3

戦　　　　　　　　評

　加治木工業高校のスローオフで試合が始まった。立ち上がりお互いに積極的に

シュートを狙い、関東第一高校CB⑤井上のカットインで先制した後、LW⑨溝口の

速攻RB②喜安やLB③野田のミドルRW⑧石井の速攻などで6連取した。加治木工も

ここまでシュートを打つが関東第一GK①林の好セーブもあり得点にならず、ここで

チームタイムアウトをとる。その後加治木工LB⑪池田のミドルやPV④木下のポス

トシュートで得点するが、関東第一の勢いは止まらず速攻を絡めたミドルシュート

やカットインで得点を重ねて12点差が付いた。加治木工はCB⑩石関のステップ

シュートやRB⑧冨満のミドルシュートで得点した後リズムをつかむが、関東第一も

LB⑩斎藤のミドルシュートで応戦し、10対21で関東第一がリードして前半を終

わった。

　後半は関東第一③野田のスカイプレーで始まった。加治木工も攻撃にリズムが出

てRW⑥満薗のサイドシュートやRB⑧冨満のシュートで得点を重ねるが、関東第一

の勢いは止まらず一進一退の競い合いとなる。前半のリードを生かしながら落ち着

いた展開ををみせた関東第一は終盤⑥渡邊や⑦本剛のシュートで突き放し、40対27

で関東第一が勝利した。

記載者氏名 関谷達也

得点合計

10 前　　半 21

30 日

種　　別 男子

チーム名

県立加治木工業高等学校（鹿児島）

27
第１延長前半

回　　戦 １回戦

チーム名

関東第一高等学校（東京）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 土 ） 会　　場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会
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